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24 年 4月 1日に結成した辻地区自主防災会。辻
校区約 620 の全世帯が参加しています。校区で自
主防災会を作っているのは、現在、山本町では辻だ
けです。来年には、地震を想定して初めて「辻地区
ふれあい防災訓練」を行う予定です。「辻地区は川
や山が近くにないので危険意識が少ないんです。普
段から防災意識を持ってもらえるように、啓発して
いくことが私たちの役目です」と役員の皆さんは声
をそろえて言ってくれました。

表 紙

三豊市の人口 ※平成25年8月1日現在　（　　）内は前月比

※香川県人口移動調査による世帯数 23,149 世帯（+28） 総人口 66,882 人（-17） 男 31,889 人（+5） 女 34,993 人（-22）

保健・相談

瀬戸内国際芸術祭in粟島 ／ 秋のまちあるき

市長の市政報告

みとよ写真帳 ／ 編集後記

特集　まもる　たすける　防災の心得

みとよHOT ほっとNEWS（ホットニュース）

ここ笑み通信 ～子育てするなら三豊が一番！～

’s  深読みひろば

’s Information　みとよくらしのおしらせ①

’s Information　みとよくらしのおしらせ②

9月のお知らせ

国民年金 ／ がん検診・健康診査・特定健康診査結果相談会

敬老祝金 ／ 福祉タクシー券 ／ 成人歯科健康診査 ／ 
ラジオ体操指導者講習会 ／ 県民ノート・手帳の販売 ／ 
仁尾八朔人形まつり ／ 月見の宴 ／ 住宅・土地統計調査 ／ 市長杯結果

募集 ／ 相談 ／ 講座 ･教室 ／ イベント ／ 
納税のお知らせ ／ マリンウェーブ情報 ／ 
国際交流協会　など

じんけん探訪 ／ 定住

パパママ教室 ／ 児童手当現況届 ／ ウィズの会 ／ 
　　  ’s  Smile ふぉとぎゃらりぃ ／ 乳幼児健診　など
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今
、
地
震
が
来
た
ら
・
・
。
あ
な
た
は
ど
ん
な
行
動

を
と
り
ま
す
か
？
避
難
す
る
と
き
に
何
を
持
ち
出
し
ま

す
か
？
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
日
頃
か
ら
、「
心
や

グ
ッ
ズ
の
備
え
が
大
切
」
と
分
か
っ
て
は
い
て
も
、
な

か
な
か
実
際
は
準
備
が
で
き
て
い
な
い
人

も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

人
は
こ
の
機
会
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
地
震
発
生
！
そ
の
と
き

ど
う
す
る
」や「
非
常
持
出
品
・

備
蓄
品
の
準
備
」
を
ク
リ
ッ

ク
。
災
害
時
に
気
を
付
け
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

持
出
品
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活

用
し
、
持
出
品
・
備
蓄
品
を
そ

ろ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
思
い
立

っ
た
ら
す
ぐ
準
備
！ 

今
が
大
切
で
す
！

の みちしるべのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの みちしるべ
～市ホームページには情報が満載～ http://www.city.mitoyo.lg.jp/

で
き
て
い
ま
す
か
？　

防
災
準
備
！

「暮らしの情報」タグ→「防災・
消防・救急・安全」をクリック !

まもる たすける

昔から香川県は災害が少ないといわれていま
すが、度重なる地震や豪雨に他人事ではなくな
りました。県では南海トラフ巨大地震の被害想
定を公表し、三豊市では震度7、最高津波水位
3.3mと想定され、甚大な被害が予想されます。
あなたの身を守り、隣人を守るために、日頃の
備えについて、改めて考えてみましょう。

県下でも珍しい高瀬
高校と高瀬中央保育
所の初合同避難訓練
（7月 9日）

住宅の耐震化は我が身を守る最初の備え

の心得
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7
日
分
の
備
蓄
で

7
日
間
頑
張
る

南
海
ト
ラ
フ
の
よ
う
に
広
範

囲
に
及
ぶ
災
害
が
起
き
た
時
は
、

三
豊
市
に
救
援
は
来
る
で
し
ょ

う
か
。
大
都
市
や
被
害
の
大
き

な
場
所
が
優
先
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
ほ
か
、
交
通
網
の
寸
断

に
よ
っ
て
、
救
援
に
来
ら
れ
な

い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
各
家
庭
で
3
日

分
の
備
蓄
を
お
願
い
し
て
ま
し

た
が
、
最
近
は
最
低
7
日
間
生

活
で
き
る
だ
け
の
、
必
需
品
の

備
蓄
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
枕
元
に
は
ス
リ
ッ
パ

（
靴
）・
懐
中
電
灯
・
笛
・
眼
鏡

を
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
中
心
で

指
導
力
発
揮

地
域
防
災
新
街
連
合
会
（
三

野
町
）
は
、
平
成
18
年
に
10
自

治
会
で
立
ち
上
げ
、
現
在
は
13

自
治
会
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
み
の
防

災
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
地
域
の

指
導
的
立
場
と
し
て
、
現
場
で

の
救
出
作
業
等
を
地
域
の
人
に

み
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

合
言
葉
は

『
お
隣
さ
ん
は
無
事
』

会
長
の
須
東
真
二
さ
ん
は

「
高
校
生
4
人
が
役
員
に
入
っ

一
に
も
二
に
も

家
族
で
話
し
合
い

日
頃
か
ら
家
族

で
役
割
分
担
や
バ

ラ
バ
ラ
に
な
っ
た

時
の
集
合
場
所
な

ど
を
話
し
合
い
、
右
の
表
に
書

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
で
と
っ
さ
に
動
け
る

日
頃
か
ら
訓
練
を
し
て
お
か

な
い
と
、
人
間
は
と
っ
さ
に
は

動
け
ま
せ
ん
。

小
さ
な
揺
れ
で
も
、
訓
練
だ

と
思
っ
て
、
各
自
で
そ
の
後
の

動
き
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

転
倒
す
る
物
や
落
下
す
る
物
が

な
く
、
閉
じ
込
め
ら
れ
な
い
場

所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

家
具
な
ど
の

下
敷
き
に
は
な
る
な

家
具
の
転
倒
防
止
は
と
て
も

大
切
で
す
。
大
き
な
家
具
で
も

簡
単
に
倒
れ
ま
す
。

下
敷
き
に
な
る
と

死
に
い
た
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
テ
レ
ビ
や
電

子
レ
ン
ジ
な
ど
は

横
に
吹
っ
飛
び
、
食
器
棚
は
固

定
し
て
い
た
と
し
て
も
、
中
の

食
器
が
飛
び
出
し
、
ガ
ラ
ス
や

陶
器
の
破
片
が
飛
び
散
り
ま
す
。

避
難
の
時
は
電
源
を

落
と
し
て

二
次
被
害
で
恐
ろ
し
い
の
は

火
災
で
す
。
今
、
停
電
で
電
気

が
切
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
通

電
し
た
時
、
漏
電
す
る
と
火
災

に
な
り
ま
す
。
避
難
す
る
と
き

は
必
ず
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し

ま
し
ょ
う
。

自
分
を
守
れ

（
自
助
）

仁尾小学校では親子で家具の
転倒防止に取り組んでいます

あなたの避難場所は

家族が落ち合う場所は

安否確認は

個人住宅の耐震化を急げ ! ▶問い合わせ　建築課　☎ 73－3044

9万円を限度に補助します
《耐震診断に要した費用× 9/10》
大地震に対して住宅が倒壊しないかどうか、所
定の講習を受けた建築士が判定してくれます。昭
和 56年 5月以前に建てた住宅には、耐震補強が
必要な住宅が多くあります。どこを補強すればよ
いのか、費用はいく
らかかるかなど、改
修に向けた計画が立
てられます。

大地震による揺れに耐え、住宅が倒壊しないよ
うに必要な補強等を行うものです。木造住宅で
は壁に筋交いを入れたり、頑丈な合板を貼り付け
ることが一般的です。ほかに基礎の補強や屋根の

軽量化を図ることも
あります。県内に主
たる営業所を有する
工務店などであれば、
誰に依頼してもかま
いません。

早めに耐震改修に取り組みましょうすぐに耐震診断を行いましょう

90万円を限度に補助します
《耐震改修に要した費用×1/2》

補強の一例
(筋交いを入れたところ )

基礎のひび割れ等がないか打診

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
震
発
生
直
後
の
生
き
埋
め
に
な
っ
た
人

や
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
を
助
け
た
の
は
近
所
の
人
が
60
％
、
自
力
が
35
％

と
、
隣
近
所
の
人
の
力
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
消
防
な
ど
の
救

助
隊
に
助
け
ら
れ
た
人
の
割
合
は
わ
ず
か
1
・
7
%
で
し
た
。

隣
人
を
救
え

（
共
助
）

自主防災力を強化するため
補助金制度で大切な訓練を

▶問い合わせ　総務課　☎ 73－3000

24 年度炊き出し器材を購入した
比地大地区自主防災会

災害時要援護者登録制度を
ご利用ください

災害時に避難の支援が必要な人 (要介護認定者・
心身障がい者・1人暮らしの高齢者・避難の際に
地域の人の支援が必要な人 ) は、災害時要援護者
登録制度をご利用ください。
登録を希望する人は地域支援者を自分で見つけ
て、登録申請書を提出してください。

地域支援者とは
地域防災訓練支援事業災害時要援護者を普段から見守り、災害時に

は必要な情報を伝えたり、一緒に避難すること
を心がけていただく人です。決して責任を伴う
ものではありません。

実践的な防災訓練を小学校区単位で実施する
自主防災組織に、最大50万円の資機材等購入
費を補助します（1回限り）。

▶問い合わせ　福祉課　☎ 73－3015 基

が

95
％

自
力
近
隣
か

の
助
け

心の 得心の 得

( 上 ) 孤立した人をボートで救出
( 左 ) 倒壊家屋で下敷きになった人を
救出しタンカで運びます
（みの防災フェスタ 2012 より）

て
い
て
、
訓
練
や
器
具
点
検
に

参
加
し
て
い
る
ん
で
す
。
頼
も

し
い
で
す
」
と
新
街
連
合
会
の

特
徴
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ま
ず
は
み
ん
な
の
名
前
を

覚
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
昨

年
は
地
域
の
地
形
を
知
ろ
う
と
、

台
風
で
被
害
が
出
た
場
所
の
写

真
を
持
っ
て
、
平
常
時
の
様
子

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
調

査
結
果
を
一
時
避
難
場
所
に
、

い
つ
で
も
見
え
る
よ
う
に
掲
示

し
て
い
ま
す
よ
」
と
、
地
域
で

地
域
を
守
る
ヒ
ン
ト
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

昔
か
ら
こ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
、
新
し
く
住
み
始
め
た
人
な

ど
、
声
を
掛
け
あ
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
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防
災
士
っ
て
ど
ん
な
人

災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
し
た
り
、
防
災
力

の
向
上
の
た
め
に
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
人
で
、
十
分
な
意
識
や

知
識
・
技
能
を
有
す
る
人
と
し

て
、
N
P
O
法
人
日
本
防
災
士

機
構
が
認
定
し
た
人
た
ち
で
す
。

期
待
さ
れ
る
防
災
士
の
活
躍

最
も
重
要
な
役
割
は
、
日
頃

か
ら
巨
大
地
震
に
備
え
、
家
屋

の
耐
震
補
強
の
啓
発
や
防
災
知

識
の
普
及
、避
難
訓
練
の
企
画
・

実
施
な
ど
、
地
域
で
想
定
さ
れ

る
災
害
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
防
災
活
動
を
行
う
こ
と

が
防
災
士
の
役
割
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内

で
は
約
20
人
の
防
災
士
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。

市
独
自
の
講
座
開
催
は

県
下
で
も
初
め
て

地
域
防
災
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
防
災
士
養
成
講

座
が
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

市
内
の
防
災
士
を
27
年
度
ま
で

に
約
1
0
0
人
に
増
や
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

研
修
内
容
は
地
震
・
津
波
・

風
水
害
・
土
砂
災
害
な
ど
の
自

然
災
害
に
関
す
る
知
識
の
ほ
か
、

行
政
の
役
割
や
限
界
、
災
害
医

療
、
災
害
報
道
、
身
近
で
で
き

る
防
災
対
策
な
ど
、
防
災
に
つ

い
て
幅
広
く
学
習
し
ま
す
。
ま

た
『
避
難
所
の
開
設
と
運
営
』

な
ど
実
践
的
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
も
行
う
予
定
で
す
（
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
現
在
、
調
整
中
で
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
1
つ
ま

た
は
2
つ
の
予
定
で
す
）。

2
日
目
に
は
、
防
災
士
資
格

の
取
得
試
験
も
行
わ
れ
ま
す
。

資
格
を
取
得
し
た
後
は
、
地

域
の
防
災
士
と
し
て
自
主
防
災

組
織
の
訓
練
指
導
や
防
災
活
動

で
の
活
躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
講
座
は
同
機
構
の
認
証
機
関
、

防
災
士
研
修
セ
ン
タ
ー
の
協

力
を
得
て
開
催
し
ま
す

地域をよく知って
いる人だからこそ
しっかり守れる
消防団員の松野さんは北消防署に行
った時に、募集記事を目にし、平成 24
年2月に大阪で受講。全国で10,053人目の防災士となりました。
「災害になる前にいかに災害を食い止めるかが防災士の役割
りだと思っています。地域の特徴を知っている人たちが地域を
よく調べて、3、4程度の自治会でハザードマップを作り、ど
こが安全かなど、日頃から地域の高齢者などに伝えることは必
要です。また机上の訓練であっても、危険場所の確認などをし
ておくと、いざという時に力を発揮します。防災士は男性ばか
りではいけません。女性や大学生等、それぞれの役割がありま
す。この機会に多くの人に防災士になってもらって、一緒に活
動ができればと思います」と強い思いを語ってくれました。

あ
な
た
も
地
域
防
災
を
担
う

リ
ー
ダ
ー『
防
災
士
』に

地震・津波被害想定の公表や特別警報の発表

三
豊
市
震
度
7
と
公
表

3
月
31
日
、
香
川
県

は
地
震
・
津
波
被
害
想

定
を
公
表
し
ま
し
た
。

三
豊
市
に
関
す
る
想
定

は
上
表
の
と
お
り
で
す

（
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
）

市
内
を
見
て
み
る
と

市
内
で
震
度
7
と
公

表
さ
れ
た
の
は
、
詫
間

町
の
一
部
と
仁
尾
町
の

一
部
で
す
。
ま
た
最
高

津
波
水
位
3
・
3
m
は

仁
尾
港
で
、
浸
水
域
が

最
も
広
い
の
は
、
高
瀬

川
沿
の
河
口
付
近
で
す
。

公
表
を
見
て
、
い
た

ず
ら
に
怖
が
る
必
要
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
頃

か
ら
心
に
留
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

直
ち
に
命
を
守
る

行
動
に

気
象
台
は
、
8
月
30

日
か
ら
「
特
別
警
報
」

の
発
表
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
雨
や
津
波
・

高
潮
な
ど
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
異
常
な
現
象
が
起
き

そ
う
な
時
に
発
表
さ
れ

ま
す
。
直
ち
に
自
分
の

命
を
守
る
よ
う
な
行
動

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

見
直
し
と
整
備
を
着
実
に

香
川
県
が
地
震
・
津
波
被
害

想
定
を
公
表
し
た
こ
と
に
伴
い
、

三
豊
市
で
は
平
成
18
年
度
に
策

定
し
た
地
域
防
災
計
画
の
大
幅

な
見
直
し
作
業
を
平
成
24
年
度

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
の
整

備
を
し
た
り
、
災
害
時
の
メ
ー

ル
配
信
を
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん

へ
の
お
知
ら
せ
方
法
を
各
種
導

入
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
防

災
拠
点
と
な
る
危
機
管
理
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
し
て
い
き
ま
す
。

避
難
に
必
要
な
情
報
を
充
実

避
難
に
関
す
る
も
の
で
は
、

平
成
25
・
26
年
を
め
ど
に
、
総

合
防
災
マ
ッ
プ
の
修
正
や
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
避

難
所
の
見
直
し
、
防
災
標
識
の

見
直
し
・
設
置
、
燃
料
や
食
料

な
ど
の
分
野
で
の
防
災
協
定
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
、

国
や
県
・
友
好
都
市
等
（
美
波

町
・
三
好
市
・
洞
爺
湖
町
）
と

相
互
応
援
協
定
を
結
ん
だ
ほ
か
、

市
建
設
業
協
会
や
市
上
下
水
道

工
事
業
協
同
組
合
、
県
L
P
ガ

ス
協
会
三
豊
支
部
な
ど
、
民
間

企
業
と
も
応
援
協
定
な
ど
を
結

ん
で
い
ま
す
。

普
段
か
ら
地
域
力
を
つ
け
て

地
域
力
の
強
化
に
向
け
て
、

三
豊
市
で
は
新
し
く
2
つ
の
事

業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

一
つ
は
地
域
の
防
災
力
を
最

も
期
待
で
き
る
各
地
域
の
自
主

防
災
組
織
へ
の
補
助
制
度
で
す
。

二
つ
目
は
地
域
防
災
の
中
核

を
担
う
防
災
士
の
育
成
を
行
い

ま
す
（
詳
し
く
は
5
･
6
ペ
ー
ジ
の
関

連
記
事
参
照
）。
日
頃
か
ら
の
備

え
で
、
い
ざ
と
い
う
時
の
心
構

え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

最大クラス
(1000 年に 1 度かもっと低い
頻度で発生するが、発生すれ
ば甚大な被害をもたらすもの )  

発生頻度の高いもの
( 数十年から百数十年に 1度
程度発生し、規模は小さいが
大きな被害をもたらすもの )

最大震度 震度 7 震度 5強

最高津波水位
3.3m 2.6 ｍ

( 最高津波水位とは満潮時等の水位＋津波の高さ )

浸水面積
820ha 458 ha

( 浸水面積は河川部を除いた浸水の深さ 1cm以上 ) 
〈南海トラフ最大クラスの震度〉〈南海トラフ最大クラスの震度〉

見
直
し
と
人
材
育
成
に

力
を
入
れ
て

今
こ
そ
受
講

防
災
士
養
成
講
座

  

日　

時

【
防
災
士
養
成
講
座
】

平
成
26
年
2
月
8
日
（
土
）・

9
日
（
日
）
の
2
日
間

午
前
9
時
〜
午
後
6
時
30
分

【
普
通
救
命
講
習
】

（
未
受
講
の
人
は
必
須
）

平
成
26
年
2
月
2
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
5
時

  

場　

所
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

  

対　

象　

 ・
20
歳
以
上
で
防
災
士
と
し
て

活
動
を
希
望
す
る
人

 ・
市
内
に
在
住
ま
た
は
市
内
に

勤
務
す
る
人

 ・
全
日
程
に
必
ず
出
席
で
き
る

人
（
1
日
で
も
休
む
と
資
格

が
取
得
で
き
ま
せ
ん
）

  

定　

員　
　

50
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
先

　

着
順
と
し
ま
す

  

参
加
料

1
0
，0
0
0
円

（
教
材
費
、
防
災
士
資
格
取

得
試
験
料
お
よ
び
認
証
登
録

料
）

※
防
災
士
養
成
講
座
受
講
料 

5
1
，0
0
0
円
は
市
が

負
担
（
普
通
救
命
講
習
は

無
料
）

  

申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、

参
加
料
と
と
も
に
総
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
総
務
課
お
よ

び
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

  

申
し
込
み
期
間

9
月
9
日
（
月
）
〜

10
月
31
日
（
木
）

　
（
開
庁
時
間
内
に
お
願
い
し

ま
す
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

☎
73
・
3
0
0
0

防災士 松野正憲さん
（高瀬町）

■震度 7　■震度 6強　■震度 6弱　■震度 5強

特別警報

警 報

注意報

重大な災害が発生する
おそれが著しく大きい

ときに発表

重大な災害が発生する
おそれがあるときに発表

災害が発生するおそれが
あるときに発表

大

災
害
の
危
険
性

小

心の 得心の 得
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